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瀬戸内海の直島を中心に展開して
いるアート活動「ベネッセアートサ
イト直島」。瀬戸内海の風景の中
に、時間をかけてアートをつくり上
げていくことによって、「よく生き
る」とは何かについて考えるきっか
けとなるどこにもない特別な場所
を目指しています。地域の環境・文
化・経済すべての面において社会
貢献し、現代アートとそれを包含す
る地域がともに成長し続ける関係
を築いてまいります。

直島から見た瀬戸内の風景
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Benesse。それは、「志」をもって、夢や理想の実現に向けて

一歩一歩近づいていく、そのプロセスをも楽しむ生き方のこと。

私たちは、一人ひとりの「よく生きる」を実現するために、

人々の向上意欲と課題解決を生涯にわたって支援します。

そして、お客さまや社会・地域から支持され、

なくてはならない企業グループを目指します。

ベネッセグループは人を軸とし、グローバルに活動する企業グループです。

私たちは、一人ひとりの行動そのものが「Benesse =よく生きる」の実現に繋がること、

企業人である前によき市民・よき社会人であるべきことを自覚し、

この行動指針に則って行動します。

ベネッセグループ企業理念

ベネッセグループ行動指針

bene（よく） ＋ esse（生きる）

Benesse「よく生きる」

統合報告の位置付け

財務情報

冊子

※ 裏表紙にWeb･動画メディアのご紹介を掲載しています

Web 動画

非財務情報

編集方針
本レポートは、投資家をはじめとするステークホルダーの皆さま
に、中期経営計画「変革と成長 Benesse2022」（2017年11月公
表）に基づくベネッセグループの価値創造に向けた中長期的な
戦略・取り組みをご理解いただくことを目的として発行していま
す。編集にあたっては、国際統合報告評議会（IIRC）、経済産業省
「価値協創ガイダンス」の開示フレームワーク
を参照し、重要度の高い内容に絞り、簡潔でわ
かりやすい構成を目指しました。
なお、Webサイトでは、より詳細なIR情報、
ESG関連情報などを掲載しています。

2018年度（2018年4月～2019年3月）の活動を中心に、一部それ以前から
の取り組みや2019年4月以降の活動も掲載しています。組織・役職名は、
2019年6月22日現在のものを記載しています。

（株）ベネッセホールディングスおよび連結子会社の活動について報告してい
ます。なお特定の報告範囲を示す場合は、各掲載ページに記載しています。

本レポートに掲載されている現在の計画、見通し、戦略などのうち、歴史的事
実でないものは、将来の業績に関係する見通しであり、これらは現在入手可
能な情報から得られた当社の判断に基づくものであり、リスクや不確実性を
含んでいます。実際の業績は、さまざまな要因により現在の見通しとは異な
る可能性のあることをご承知おきください。

●対象範囲

●対象期間

●見通しに関する注意事項

DATA BOOK
（冊子・PDF）

株主･投資家情報
（Webサイト）

コーポレート・ガバナンス
報告書
（PDF）

企業･グループ情報／
サステナビリティ情報
（Webサイト）

統合報告「Benesse Report 2019」
ベネッセグループの価値創造に向けた戦略・取り組みを

よりご理解いただけるよう、
情報の属性に応じて複数のメディアを用意しています。
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